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一
、
高
階
経
本
の
略
歴

経
本
は
、
高
階
経
道
の
長
男
と
し
て
嘉
永
三
年
三
月
十
八
日
京
都
に

生
ま
れ
る
。
美
濃
介
と
称
し
た
。

明
治
十
二
年
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
。
同
年
十
月
同
大
学
雇
と
な

り
医
院
に
勤
務
。
明
治
十
四
年
七
月
東
京
大
学
御
用
掛
と
な
り
、
医
学

部
医
院
外
科
当
直
医
を
勤
め
る
。
明
治
十
五
年
六
月
医
学
部
准
講
師
兼

医
院
外
科
当
直
医
。
同
年
本
郷
避
病
院
医
長
と
な
る
。
同
年
十
二
月
東

京
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
明
治
十
六
年
一
月
医
学
部
第
一
医
院
当

直
医
長
を
兼
務
す
る
が
、
同
年
八
月
秋
田
県
公
立
大
館
病
院
長
と
し
て

転
出
。明

治
十
九
年
二
月
侍
医
奏
任
四
等
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
二
十
二
年

七
月
侍
医
局
主
事
を
兼
任
。
明
治
三
十
四
年
八
月
宮
内
省
に
よ
り
医
学

研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
留
学
期
間
は
一
年
半
。
日

露
戦
争
に
際
し
て
、
明
治
三
十
七
年
九
月
満
州
軍
総
司
令
部
及
第
一
第

二
第
四
軍
に
差
遣
さ
れ
る
。

明
治
四
十
一
年
五
月
大
韓
医
院
副
院
長
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
四
十

三
年
五
月
宮
内
省
御
用
掛
と
な
り
、
大
韓
医
院
を
退
官
。
大
正
九
年
十

高
階
経
本
の
耆
簡
に
つ
い
て

池
田
文
書
の
研
究
（
二
十
）

池
田
文
書
研
究
会

二
、
高
階
経
本
の
書
簡

経
本
は
、
江
戸
期
か
ら
の
典
医
の
流
れ
を
汲
む
と
と
も
に
、
東
京
大

学
医
学
部
卒
業
者
の
中
で
、
岡
玄
卿
と
と
も
に
最
初
に
侍
医
と
な
っ
た

人
物
で
あ
る
。
内
閣
制
度
下
の
侍
医
局
は
、
東
大
出
身
者
を
次
々
に
侍

医
に
採
用
し
、
相
次
ぐ
官
制
改
革
に
よ
っ
て
、
機
構
を
整
備
し
て
い
る
。

明
治
二
十
二
年
七
月
侍
医
局
主
事
を
置
き
、
局
務
を
掌
理
す
る
制
度

が
で
き
た
の
も
そ
の
一
環
で
あ
る
。
経
本
は
相
磯
慥
と
と
も
に
初
代
の

主
事
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
書
簡
八
四
九
で
、
侍
医
局
雇
・
福
富
雄
麿

の
解
職
と
山
本
章
太
郎
の
採
用
を
問
い
合
わ
せ
て
い
る
の
は
、
こ
の
主

事
と
し
て
の
職
務
と
関
連
が
あ
ろ
う
。

明
治
二
十
四
年
十
月
二
十
四
日
の
濃
尾
大
震
災
に
際
し
て
、
侍
医
局

は
侍
医
や
職
員
を
派
遣
し
た
。
主
に
外
科
専
攻
の
侍
医
を
中
心
に
、
経

本
・
岩
佐
登
弥
太
・
今
橋
重
雄
（
医
員
）
・
山
本
章
太
郎
（
薬
丁
）
の
グ
ル

ー
プ
と
桂
秀
馬
・
南
部
一
政
の
グ
ル
ー
プ
と
の
二
班
に
分
け
て
派
遣
し

て
い
る
・
書
簡
八
六
五
は
、
こ
の
両
班
か
ら
の
震
災
地
到
着
直
後
の
生
々

二
月
宮
内
省
御
用
掛
を
依
頼
免
職
と
な
る
。

典
医
高
階
家
の
一
族
で
あ
る
が
、
そ
の
系
譜
は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い

な
い
。
高
階
経
由
・
経
徳
・
経
支
・
経
倫
と
の
関
係
を
推
定
す
る
と
次

の
よ
う
に
な
ろ
う
。

『
‐
‐
‐
‐
‐
経
道
Ｉ
経
本

高
階
経
宣
、
Ⅱ
癖
華
ｌ
卜
需
癖

（
参
考
文
献
・
侍
医
寮
編
「
転
免
物
故
履
歴
書
』
、
『
明
治
人
名
辞
典
」
）
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し
い
現
地
報
告
で
あ
る
。

書
簡
八
五
八
・
八
四
二
の
二
通
は
、
経
本
の
子
供
の
診
療
を
謙
斎
に

依
頼
し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

岩
佐
登
弥
太
の
略
歴

登
弥
太
は
、
旧
姓
山
脇
。
安
政
七
年
一
月
二
十
七
日
越
前
福
井
に
生

ま
れ
る
。
長
崎
医
学
校
に
入
り
医
学
を
学
ぶ
。

明
治
十
六
年
東
京
大
学
医
学
部
を
卒
業
。
同
年
六
月
医
学
部
第
一
医

院
外
科
当
直
介
補
と
な
る
。
明
治
十
七
年
ョ
－
ロ
ッ
パ
に
留
学
、
イ
エ

ナ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ハ
イ
デ
ン
ベ
ル
ク
等
に
遊
学
、
ビ
ル
ロ
ー
ト
、
チ
ェ

ル
’
一
－
ら
に
学
び
外
科
を
修
め
る
。
二
十
一
年
十
月
帰
朝
。
同
年
十
二

月
侍
医
奏
任
官
四
等
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
二
十
八
年
八
月
三
日
肺
病

の
た
め
没
、
年
三
十
六
。

（
参
考
文
献
・
侍
医
寮
編
「
転
免
物
故
履
歴
書
」
、
「
中
外
医
事
新
報
」
三
七
一

口
言
）

｜
、
桂
秀
馬
の
略
歴

秀
馬
は
、
幼
名
秀
助
。
文
久
元
年
二
月
三
十
日
越
後
南
蒲
原
郡
新
津

に
生
ま
れ
る
。

明
治
十
九
年
帝
国
大
学
医
科
大
学
を
卒
業
。
同
年
八
月
医
科
大
学
助

岩
佐
登
弥
太
の
耆
簡
に
つ
い
て

桂
秀
馬
の
書
簡
に
つ
い
て

手
を
命
ぜ
ら
れ
、
お
雇
い
教
師
ス
ク
リ
バ
の
下
で
外
科
助
手
と
な
る
。

ま
た
別
課
講
師
を
兼
ね
る
。
同
月
東
京
避
病
院
副
院
長
を
嘱
托
さ
れ
、

十
月
第
一
医
院
勤
務
と
な
り
、
法
・
医
・
文
・
理
科
大
学
寄
宿
舎
医
員

を
兼
務
。

明
治
二
十
一
年
三
月
千
葉
県
の
第
一
高
等
中
学
校
教
諭
に
任
ぜ
ら

れ
、
同
年
四
月
県
立
千
葉
病
院
司
療
医
長
を
嘱
托
さ
れ
る
。

明
治
二
十
二
年
五
月
侍
医
奏
任
四
等
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
二
十
四

年
十
二
月
侍
医
局
主
事
を
兼
ね
る
。
明
治
三
十
二
年
二
月
宮
内
省
よ
り

医
学
研
究
の
た
め
ド
イ
ツ
留
学
を
命
ぜ
ら
れ
る
・
留
学
期
間
は
二
年
間
。

日
露
戦
争
に
際
し
、
明
治
三
十
七
年
八
月
第
三
軍
に
差
遣
さ
れ
る
。

明
治
四
十
四
年
喉
頭
疲
に
罹
り
、
同
年
十
一
月
六
日
没
、
年
五
十
一
・

学
識
双
絶
と
い
わ
れ
、
手
術
が
妙
で
あ
っ
た
。
長
谷
川
泰
の
創
設
し
た

済
生
学
舎
の
講
師
を
勤
め
、
外
科
学
を
講
義
し
た
。
済
生
学
舎
廃
校
後

の
明
治
三
十
九
年
医
学
研
究
会
主
幹
と
な
り
、
旧
済
生
学
舎
の
学
生
の

教
育
に
あ
た
る
。
著
書
に
ク
リ
ュ
ッ
ヘ
原
著
を
訳
述
し
た
「
外
科
総
論
」

（
明
治
二
十
四
年
刊
）
や
『
外
科
手
術
学
」
等
が
あ
る
。

（
参
考
文
献
・
侍
医
寮
編
『
転
免
物
故
履
歴
書
」
、
大
植
四
郎
『
明
治
過
去
帳
」
、

唐
沢
信
安
「
済
生
学
舎
と
長
谷
川
泰
」
）

二
、
桂
秀
馬
の
書
簡

書
簡
一
三
五
四
と
一
三
五
五
は
秀
馬
の
侍
医
任
官
に
関
連
し
た
書
簡

で
あ
る
。
と
く
に
前
者
は
任
官
の
手
続
き
の
際
の
根
回
し
を
謙
斎
に
依

頼
し
た
様
子
を
伝
え
て
い
る
。
他
の
三
通
も
侍
医
局
勤
務
に
関
連
し
た

内
容
で
あ
る
。
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二
、
片
山
芳
林
の
書
簡

芳
林
は
、
侍
医
局
に
任
官
直
後
の
明
治
二
十
二
年
十
二
月
新
宮
（
常
宮

昌
子
内
親
王
）
の
拝
診
御
用
を
兼
勤
、
翌
二
十
三
年
二
月
周
宮
房
子
内
親

王
の
拝
診
御
用
を
兼
勤
し
て
い
る
。
芳
林
の
書
簡
三
通
と
芳
林
・
萩
原

九
0

明
治
五
年
第
一
学
区
第
二
番
中
学
に
入
学
、
ド
イ
ツ
語
を
学
ぶ
。
明

治
六
年
第
一
大
学
区
医
学
校
に
入
学
。
明
治
十
四
年
七
月
東
京
大
学
医

学
部
を
卒
業
。
同
年
十
一
月
医
学
部
医
院
外
科
当
直
医
と
な
る
。
明
治

十
五
年
一
月
同
医
院
内
科
当
直
医
と
な
る
。
同
年
八
月
東
京
検
疫
局
御

用
掛
と
な
る
。
明
治
十
六
年
八
月
東
京
大
学
助
教
授
に
任
ぜ
ら
れ
、
同

月
医
学
部
第
一
医
院
当
直
医
長
を
兼
務
。

明
治
二
十
一
年
十
二
月
侍
医
局
勤
務
と
な
り
、
翌
二
十
二
年
十
二
月

侍
医
奏
任
四
等
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
明
治
二
十
七
年
五
月
医
学
研
究
の
た

め
ド
イ
ツ
に
私
費
留
学
。
留
学
期
間
は
二
年
間
。
大
正
三
年
十
二
月
侍

医
頭
を
兼
任
。
大
正
八
年
十
月
本
官
お
よ
び
兼
官
を
依
頼
免
職
と
な
り
、

宮
中
顧
問
官
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
大
正
十
年
十
月
十
六
日
莞
去
。
年
六
十

と
し
て
信
州
松
代
に
生
ま
れ
る
。

一
、
片
山
芳
林
の
略
歴

芳
林
は
、
幼
名
巌
。
嘉
永
六
年
十
二
月
十
四
日
片
山
半
之
輔
の
長
男

片
山
芳
林
の
耆
簡
に
つ
い
て

（
参
考
文
献
・
侍
医
寮
編
「
転
免
物
故
履
歴
書
」
）

三
圭
連
名
の
書
簡
三
通
は
い
ず
れ
も
こ
の
両
宮
の
拝
診
御
用
に
か
か
わ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
勤
務
は
小
児
科
専
攻
の
萩
原
三
圭
と
共
同
で
あ

っ
た
が
、
書
簡
一
三
三
七
は
、
明
治
二
十
四
年
冨
美
宮
充
子
内
親
王
誕

生
後
の
拝
診
御
用
に
際
し
て
は
、
萩
原
三
圭
が
病
気
と
な
っ
た
た
め
、

芳
林
が
一
人
で
勤
め
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
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池田文書一高階経本書簡一覧

書簡 番 号 発 信 年月日（）内推定発信者受信者備考

’
１
２
３
４

池田長官

池田長官

池田局長

池田局長

聖上拝診

明日孝明天皇御例祭

山本草太郎後任拝命

岐阜県下巡診

愛知･岐阜県下巡診

御来診小児快方

賎児快方多謝

伊香保表より封書到来

明治(21)年1月21日

明治(21)年1月29B

明治(22)年12月2日

明治(24)年11月3日

高階経本

高階経本

高階経本

高階経本･岩佐登弥太

桂秀馬･南部一政

高階経本

高階経本

高階経本

８
７
９
５

５
５
４
６

８
８
８
８

１
１

池田先生

池田大先生

池田先生

年3月25日

年3月30B

年7月21H

明治

明治

明治

５
６
７

６
８
２

５
５
４

８
８
８

１

岩佐登弥太書簡一覧

書簡番号発信年月日（）内推定発信者受信者備考

11303明治(21) 年 1 2 月 2 0 日 岩 佐 登 弥 太 池 田謙斎今般拝命之内祝

桂秀馬書簡一覧

書簡番号発信年月日（）内推定発信者受信者備考

池田謙斎

池田謙斎

局長池田謙斎

池田謙斎

局長

明治(22)年4月22日

明治(22)年6月11B

明治年9月22日

明治年1月13日

明治年2月14B

馬
馬
馬
馬
馬

秀
秀
秀
秀
秀

桂
桂
桂
桂
桂

学部長長尾氏

晩餐進呈

建白書立論之工合次第

藤袴掌侍犬咬傷

藤袴掌侍御高診

４
５
６
７
８

５
５
５
５
５

３
３
３
３
３

１
１
１
１
１

１
２
３
４
５

片山芳林書簡一覧

書簡番号発信年月日（）内推定発信者受信者 備考

常宮殿下御動静

宮御容体

常宮殿下御容体

両宮殿下近況

両宮殿下

両宮殿下御避寒地之義

片山芳林･萩原三圭

片山芳林･萩原三圭

片山芳林萩原三圭

片山芳林

片山芳林

片山芳林

池田長官

池田長官

池田侍医局長

池田長官

池田侍医局長

池田局長

明治(22)年7月24日

明治(22)年7月28日

明治22年9月15日

明治(24)年8月27日

明治25年9月9日

明治25年10月31日

３
４
５
７
５
６

４
４
４
３
３
３

３
３
３
３
３
３

１
１
１
１
１
１

１
２
３
４
５
６
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益
御
清
祥
奉
賀
候
、
陳
は
今
朝
聖
上
拝
診
は
御
平
日
之
通
り
被
仰
付
、

明
日
孝
明
天
皇
御
例
祭
二
付
御
湯
被
為
遊
候
と
も
御
宜
敷
存
へ
く
哉
、

篤
と
拝
診
可
致
旨
従
典
侍
被
申
聞
候
付
、
緩
々
奉
伺
候
処
、
御
豚
ノ
ミ

少
々
数
（
七
十
五
六
榑
も
被
為
在
候
歎
）
、
其
他
は
何
之
御
異
状
も
不
奉
伺

候
へ
共
、
若
又
御
浴
後
御
拝
中
御
風
気
御
再
感
被
為
遊
候
様
之
御
事
御

座
候
而
は
甚
以
奉
恐
入
候
付
、
明
日
之
御
湯
は
後
免
奉
願
度
申
上
候
処
、

益
御
清
祥
奉
賀
候
、
陳
は
明
二
十
二
日
午
前
例
刻
聖
上
拝
診
、
於
尊
官

御
勤
相
成
度
旨
山
中
使
口
達
被
致
候
間
、
此
段
申
上
候
、
尤
も
従
奥
向

之
御
沙
汰
二
は
無
御
座
候
間
、
此
旨
申
上
置
へ
く
と
申
事
二
御
座
候
也

（
１
）

一
月
二
十
一
日
高
階
経
本

池
田
長
官
殿

逐
伸
、
今
朝
之
拝
診
中
何
之
御
異
状
も
不
奉
伺
候
得
共
、
昨
夜
御

格
子
伺
之
中
両
三
回
御
咳
嗽
被
為
在
候
旨
、
平
野
氏
被
申
居
候
間
、

此
段
為
御
心
得
副
申
御
置
候
也

２
明
治
（
二
十
二
年
一
月
二
十
九
日

一
八
五
七
高
階
経
本
池
田
謙
斎

１
明
治
（
二
十
一
）
年
一
月
二
十
一
日

一
八
五
八
高
階
経
本
池
田
謙
斎

（
１
）
池
田
長
官
と
あ
る
の
で
明
治
二
十
一
年
頃
と
推
定
さ
れ
る
”

〔
遠
藤
〕

益
御
清
祥
奉
賀
候
、
陳
は
本
局
雇
福
冨
雄
麿
ト
申
者
無
余
儀
次
第
二
而

（
１
）

解
職
願
出
度
候
、
付
而
は
兼
而
御
聞
及
之
岡
氏
二
寄
留
致
居
候
山
本
章

太
郎
卜
申
者
後
任
拝
命
為
致
候
様
取
計
仕
候
而
如
何
御
座
候
哉
、
此
段

相
伺
度
、
如
此
御
座
候
也

（
ワ
】
）

十
二
月
二
日
高
階
経
本

池
田
局
長
殿

３
明
治
（
二
十
二
）
年
十
二
月
二
日

八
四
九
高
階
経
本
池
田
謙
斎

其
儀
ナ
レ
ハ
御
代
拝
可
被
仰
付
候
旨
御
沙
汰
伝
承
仕
候
間
、
此
殿
御
心

得
迄
申
上
置
候
、
皇
后
宮
御
容
躰
は
午
後
よ
り
追
々
御
宜
敷
奉
伺
候
、

此
段
も
併
而
申
上
候
也

（
１
）

一
月
二
十
九
日
高
階
経
本

池
田
長
官
殿

（
１
）
山
本
章
太
郎
・
・
・
：
．
慶
応
三
年
金
沢
に
生
ま
れ
る
。
明
治
二
十
二
年
十

二
月
四
日
侍
医
局
雇
と
な
る
。
同
二
十
三
年
薬
丁
、
二
十
四
年
十
月
岩

佐
登
弥
太
に
随
行
し
て
濃
尾
震
災
直
後
の
愛
知
岐
阜
両
県
に
差
遣
さ
れ

る
。
明
治
三
十
六
年
侍
医
局
属
、
同
三
十
八
年
医
員
に
昇
進
。
大
正
三

年
退
官
。
昭
和
四
年
没
。

（
２
）
山
本
章
太
郎
が
侍
医
局
雇
に
採
用
さ
れ
る
直
前
の
明
治
二
十
二
年
十

（
１
）
池
田
長
官
と
あ
る
の
で
、
前
簡
に
続
く
内
容
で
あ
り
、
明
治
二
十
一

年
と
推
定
さ
れ
る
。

〔
遠
藤
〕
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八
六
五
高
階
経
本
・
岩
佐
登
弥
太
池
田
謙
斎

（
桂
秀
馬
・
南
部
一
政
書
簡
付
）

（
封
筒
表
）
東
京
宮
内
省
侍
医
局
長
池
田
謙
斎
殿
親
展

（
封
筒
裏
）
岐
阜
県
本
巣
郡
穂
積
村
負
傷
患
者
施
療
所
侍
医
高
階
経
本

拝
見
仕
候
、
陳
は
岐
阜
県
出
張
ノ
高
階
侍
医
井
桂
侍
医
ヨ
リ
本
日
別
紙

書
状
着
仕
候
間
御
一
覧
奉
仰
候
、
右
書
状
之
写
は
直
々
書
記
官
へ
呈
出

置
候
間
是
又
御
承
知
置
被
成
下
度
奉
願
上
候
、
敬
具

十
一
月
六
日
当
直

池
田
局
長
殿

キ
タ
ガ
タ

拝
啓
、
過
日
御
報
道
仕
置
候
通
り
、
岐
阜
縣
下
本
巣
郡
北
方
卜
申
処
へ

巡
診
致
候
処
、
該
役
所
部
内
ニ
テ
穂
積
卜
申
村
落
有
之
、
大
凡
七
百
戸

計
り
之
人
家
全
潰
、
患
者
モ
余
程
多
数
ロ
因
］
二
付
直
様
同
処
二
至
り
、

二
日
午
後
四
時
前
ョ
リ
杉
林
ノ
中
央
囿
阿
］
診
察
所
ヲ
設
ケ
近
傍
ノ
患
者

二
通
知
セ
シ
メ
候
処
回
倒
］
午
時
マ
テ
百
名
余
来
集
シ
、
尚
ホ
追
々
新
患

者
ロ
阿
南
様
子
二
付
暫
ク
ハ
同
所
（
北
方
卜
穂
積
両
所
）
二
滞
圓
致
シ
可

４
明
治
（
二
十
四
）
年
十
一
月
三
日

追
て
桂
侍
医
報
告
書
は
（
）
ノ
分
は
除
き
、
」
ノ
分
迄
写
し
取
り

書
記
官
へ
相
廻
シ
候
義
二
御
坐
候
〔
田
中
〕

二
月
二
日
と
推
定
さ
れ
る
。

〔
遠
藤
〕

申
、
是
は
縣
下
最
モ
医
師
ノ
少
数
ナ
ル
村
落
ノ
ー
ニ
シ
テ
被
害
者
ノ
困

苦
実
二
憐
ム
ヘ
キ
有
様
二
御
座
候
、
尤
モ
三
四
名
ノ
村
医
有
之
候
処
、

震
災
ノ
節
悉
ク
圧
死
シ
漸
ク
一
名
東
京
ョ
リ
帰
省
中
ノ
医
学
生
二
施
療

ヲ
依
頼
セ
シ
程
ノ
事
ニ
テ
、
薬
品
器
械
モ
無
之
候
由
、
重
症
患
者
多
ク

ハ
愛
知
縣
某
医
又
ハ
病
院
等
へ
護
送
ノ
話
二
候
故
、
大
手
術
ヲ
施
行
ス

ヘ
キ
程
ノ
患
者
ハ
甚
少
ク
候
得
園
全
数
ノ
患
者
手
当
不
行
届
ノ
モ

ノ
、
ミ
ニ
候
間
、
虹
Ⅱ
胸
Ｕ
リ
数
日
間
滞
在
ノ
心
算
二
御
坐
候
、
桂
侍

医
ハ
愛
、
陶
門
Ｕ
リ
未
夕
岐
阜
二
不
来
、
両
三
日
中
ニ
ハ
面
会
可
致
卜
存

同
圃
Ｕ
ハ
壁
土
ノ
上
二
古
畳
ヲ
敷
キ
板
囲
ヒ
ノ
仮
小
屋
、
塵
風
吹
通
シ

ノ
場
所
一
二
泊
仕
候
、
本
日
モ
尚
昼
夜
十
数
回
ノ
小
震
（
其
内
三
四
回
ハ

東
京
ノ
大
震
位
ノ
度
ナ
リ
）
有
之
、
実
二
珍
敷
出
張
二
御
座
候
、
何
れ
拝

顔
二
万
繧
可
申
上
候
也
、
十
一
月
三
日
経
本
・
登
弥
太

池
田
局
長
殿
〔
田
中
〕

拝
啓
、
益
御
多
祥
奉
大
賀
候
、
陳
は
小
官
等
去
三
十
一
日
夜
九
時
五
十

分
東
京
新
橋
発
車
、
翌
一
日
午
後
二
時
十
五
分
名
古
屋
へ
着
、
同
所
知

事
二
面
会
仕
候
処
、
同
縣
下
ハ
先
っ
ノ
、
一
応
は
負
傷
者
の
療
法
も
出

来
「
即
ス
ク
リ
バ
及
助
手
学
生
、
愛
知
縣
病
院
員
、
医
学
校
生
徒
、
赤

十
字
社
等
」
口
囿
付
早
速
岐
阜
縣
へ
出
向
之
心
得
ニ
テ
、
第
一
回
の
電

報
を
回
国
候
処
其
後
二
至
り
折
角
之
御
盛
意
二
有
之
一
名
も
同
縣
下

凰
回
居
と
の
事
二
て
は
県
下
人
民
之
感
情
一
一
も
相
関
候
付
一
名
丈
二
て

も
、
園
Ｕ
致
呉
候
様
請
求
二
付
、
弦
二
於
て
高
階
・
岩
佐
・
今
橋
・
山
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本
二
、
園
Ｕ
直
二
震
災
之
最
甚
敷
中
島
郡
二
向
申
候
、
周
Ｕ
所
二
在
地

稲
沢
町
二
於
一
ブ
郡
長
と
相
談
、
同
所
よ
り
三
回
目
と
申
所
へ
罷
越
し
候

処
既
二
夜
十
一
時
半
二
及
候
二
付
同
所
二
て
四
圖
名
之
患
者
を
見
就

眠
を
し
候
ハ
ニ
時
過
二
有
之
候
、
翌
二
日
朝
五
時
頃
起
床
、
隣
村
奥
神

と
申
処
に
至
り
近
在
の
患
者
を
集
め
診
察
治
療
致
候
、
午
後
二
時
同
処

を
発
し
一
宮
と
申
し
処
二
て
ス
ク
リ
バ
ニ
面
会
、
同
氏
の
診
療
所
を
一

覧
し
夫
よ
り
数
ヶ
所
モ
ー
覧
之
上
夜
九
時
半
岐
阜
縣
へ
着
、
書
記
官
と

打
合
之
上
翌
三
日
即
（
ｌ
損
Ｉ
）
里
半
計
の
村
落
且
ノ
鴫
と
申
処
へ

着
、
同
処
｜
一
て
診
察
所
（
ｌ
損
Ｉ
）
一
回
仮
繩
帯
を
為
し
た
る
侭
に

て
縫
合
糸
ハ
脱
失
し
臭
気
鼻
を
衝
申
候
、
創
内
膿
を
充
た
し
見
る
に
堪

へ
さ
る
有
様
二
御
坐
候
故
二
、
多
数
の
患
者
二
て
暇
な
き
に
も
不
関
平

時
病
院
二
於
け
る
か
如
き
十
分
の
防
腐
法
を
施
し
申
候
、
幸
二
愛
知
縣

よ
り
病
院
の
助
手
及
生
徒
二
て
私
費
二
て
小
官
へ
随
候
の
も
の
有
之
大

二
便
宜
口
圃
Ｕ
創
傷
は
最
多
く
其
他
脱
臼
・
骨
折
等
実
二
移
敷
事

ｎ
脚
Ｕ
其
他
丹
毒
脳
膜
炎
等
も
有
之
重
症
多
く
御
坐
候
へ
共
、
何
分

、
園
Ｕ
集
め
看
護
す
る
と
申
訳
二
も
不
参
、
ミ
ス
ノ
、
見
殺
と
云
ふ
有

、
胸
Ⅱ
御
坐
候
、
小
官
等
至
る
所
村
長
郡
長
等
よ
り
人
民
二
申
聞
御

盛
意
の
在
る
所
を
説
明
致
【
国
実
一
一
感
涙
罷
在
候
も
の
多
々
有
之
候
、
此

度
の
変
災
ハ
東
京
二
想
像
仕
候
口
圃
］
一
層
劇
敷
、
往
来
も
未
た
倒
家
を

以
て
充
盈
申
し
人
力
車
屋
上
を
行
く
と
言
ふ
有
様
に
御
座
候
、
食
物
・

居
所
等
も
不
自
由
至
極
、
一
昨
夜
杯
ハ
黒
米
め
し
と
梅
干
一
ツ
ー
御
座

候
、
寝
る
処
と
申
て
も
ホ
ン
の
天
井
板
の
殴
れ
よ
り
造
り
、
床
ハ
屋
土

間
の
上
二
畳
を
敷
き
た
る
位
ニ
テ
風
は
引
か
ぬ
か
リ
ウ
マ
チ
ス
は
起
き

ぬ
か
と
気
造
居
候
、
今
晩
は
始
め
て
夕
七
時
半
二
仕
事
を
終
り
少
し
く

閑
暇
を
得
、
村
長
の
厚
意
に
よ
り
泥
水
の
据
風
呂
（
但
清
水
ハ
殆
な
し
）

に
浴
し
申
候
、
当
所
ハ
震
災
岐
阜
杯
二
も
不
讓
処
二
て
一
時
間
二
五
六

回
も
震
囿
今
夕
も
遁
出
さ
ん
と
す
る
事
既
二
数
度
二
及
候
、
・
本
縣
書

記
官
の
話
二
、
縣
下
負
傷
者
は
兎
も
角
一
回
繩
帯
を
施
し
終
り
た
れ
は

目
下
差
迫
り
医
者
必
要
無
之
候
へ
は
今
両
三
日
も
致
さ
は
多
く
夫
々
帰

途
一
一
就
き
可
申
、
其
節
ハ
既
一
一
繩
帯
交
換
の
時
期
な
る
に
一
時
ニ
医
員

欠
之
二
て
困
却
な
ら
ん
と
存
ず
と
の
事
二
御
座
候
問
、
今
日
説
置
致
候

救
治
療
所
二
本
拠
を
据
へ
夫
よ
り
近
郷
二
派
出
致
し
兎
も
角
地
方
開
業

医
二
て
間
に
合
程
二
致
遣
候
決
心
二
御
座
候
、
実
に
目
下
の
処
に
て
は

諸
方
よ
り
医
師
入
込
居
候
へ
共
、
両
三
日
も
経
候
ハ
、
非
常
の
欠
乏
な

ら
ん
と
存
候
、
然
る
に
一
応
の
救
助
を
致
候
迎
小
官
等
も
直
に
帰
京
候

て
は
眼
前
の
不
便
を
見
っ
蚤
知
口
陶
］
顔
致
候
有
様
二
て
、
聖
意
二
も
屠

可
申
（
且
学
術
上
の
同
凹
を
得
る
に
ハ
巡
回
計
に
て
は
不
叶
一
ヶ
所
二
止
リ
）

梢
長
く
治
療
を
施
し
囿
阿
］
を
見
地
方
医
二
任
候
て
も
宜
敷
程
一
一
不
至
候

で
は
不
相
叶
儀
被
存
候
、
、
園
Ｕ
面
を
分
担
し
、
飽
迄
も
十
分
の
治
術

を
施
し
申
度
と
存
候
」
（
是
迄
上
申
仕
候
）
、
高
階
口
囿
両
名
二
は
一
昨
口

名
古
屋
一
一
て
相
分
れ
其
辺
の
打
合
も
不
致
、
跡
を
、
周
【
Ｕ
打
合
致
候
に

は
徒
二
貴
重
の
時
日
を
費
候
の
ミ
、
且
居
所
も
終
、
目
圃
Ｕ
然
不
致
位
故

小
官
ハ
前
文
の
通
ヲ
相
望
申
候
、
尤
今
日
の
勢
飽
迄
、
聖
意
の
貫
徹
致

候
様
二
は
策
の
数
二
出
る
外
有
之
間
敷
候
、
右
の
如
き
有
様
故
第
一
繩
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帯
材
料
欠
乏
を
先
々
申
候
て
別
紙
の
品
々
至
急
御
送
奉
願
候
、
且
又
金

員
の
儀
も
高
階
君
よ
り
請
求
有
之
候
や
否
不
相
分
候
へ
共
、
物
価
の
高

価
な
る
儀
口
周
］
程
二
御
座
候
、
人
力
車
ハ
昨
日
杯
は
日
中
二
て
も
二
人

曵
二
て
壱
里
二
円
二
御
座
候
、
（
ｌ
損
Ｉ
）
多
分
甚
敷
直
段
二
可
有
之

被
存
候
、
就
て
は
間
も
な
く
金
子
も
欠
乏
可
申
と
存
候
付
御
送
金
被
下

度
候
、
先
は
高
階
君
等
と
相
分
候
以
来
の
経
歴
申
上
度
且
願
迄
如
此
御

座
候
、
害
余
後
便
二
譲
候
、
敬
具

十
一
月
三
日
夜

桂
秀
馬

南
部
一
政

池
田
局
長
殿

５
明
治
年
三
月
二
十
五
日

一
八
五
六
高
階
経
本
池
田
謙
斎

益
御
安
泰
奉
林
賀
候
、
籾
昨
夕
は
御
来
診
被
成
下
難
有
奉
多
謝
候
、
小

児
事
以
高
庇
示
来
逐
々
快
方
二
趣
、
喉
頭
部
外
皮
数
点
之
小
膿
疹
ヲ
呈
、

二
白
、
本
文
二
別
紙
の
品
々
云
々
と
申
、
園
Ｕ
是
は
名
古
屋
二
て

間
に
合
候
間
御
送
不
相
願
候
て
も
宜
敷
候
、
金
［
胴
Ｕ
送
奉
願
候
、

尚
御
局
御
一
同
様
へ
宜
敷
奉
願
候
也
〔
田
中
〕

７
明
治
年
七
月
二
十
一
日

八
四
二
高
階
経
本
池
田
謙
斎

拝
啓
、
益
御
清
祥
奉
賀
候
、
陳
は
今
朝
従
伊
香
保
表
封
書
到
来
二
付
、

例
之
御
容
躰
害
卜
相
心
得
開
封
致
候
節
心
附
候
へ
は
、
尊
名
相
認
有
之

候
二
付
、
甚
以
不
都
合
之
段
御
海
恕
奉
願
候
、
尚
早
速
拝
呈
御
断
芳
如

６
明
治
年
三
月
三
十
日

八
五
八
高
階
経
本
池
田
謙
斎

口
演

暖
和
之
時
下
益
御
清
適
被
為
入
奉
恐
賀
候
、
陳
は
過
日
ハ
御
用
繁
之
御

中
御
来
診
被
下
、
其
後
賎
児
義
追
々
快
方
罷
在
難
有
奉
多
謝
候
、
随
而

此
粗
肴
一
折
甚
不
脂
之
至
二
候
へ
共
、
肌
以
御
礼
申
上
度
験
迄
に
呈
上

仕
候
、
御
笑
留
被
遊
下
候
へ
は
大
幸
不
過
之
候
、
餘
は
拝
秀
萬
謝
可
申

上
候
、
草
々
不
宜

三
月
舟
日
高
階
経
本

池
田
大
先
生
侍
曹
〔
遠
藤
〕

声
音
も
情
朗
二
相
成
、
大
便
も
四
行
快
通
仕
候
、
猶
御
示
之
如
施
療
可

仕
心
得
二
御
座
候
、
何
れ
参
堂
萬
謝
可
仕
候
得
共
不
取
敢
御
礼
申
上
度
、

如
斯
御
座
候
也

三
月
廿
五
日
経
本

池
田
先
生
待
曹
〔
遠
藤
〕
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芳
墨
拝
調
仕
候
、
陳
は
代
人
之
儀
は
過
日
電
報
に
て
申
上
候
通
相
定
、

（
１
）

部
長
長
尾
氏
も
承
諾
之
上
之
事
二
御
座
候
間
、
表
面
御
紹
介
被
下
候
て

差
支
無
之
儀
と
奉
存
候
、
文
部
省
へ
御
掛
合
相
成
候
ヘ
ハ
必
ず
当
医
学

部
長
へ
下
問
相
成
候
儀
と
奉
存
候
、
部
長
は
前
文
之
通
承
諾
之
事
二
御

此
御
座
候
也

七
月
二
十
一
日

呈
仕
度
、
御
領
収

（
１
）

十
二
月
廿
日

池
田
謙
斎
殿

１
明
治
（
二
十
一
）
年
十
二
月
二
十
日

一
三
○
三
岩
佐
登
弥
太
池
田
謙
斎

益
々
御
多
祥
ト
奉
慶
賀
候
、
陳
者
今
般
拝
命
之
内
祝
之
為
メ
、
粗
品
献

呈
仕
度
、
御
領
収
被
下
候
ハ
マ
本
懐
之
至
二
存
候
、
謹
言

（
１
）

十
二
月
廿
日
岩
佐
登
弥
太

１
明
治
（
二
十
二
）
年
四
月
二
十
二
日

一
三
五
四
桂
秀
馬
池
田
謙
斎

（
１
）
登
弥
太
が
侍
医
に
任
官
し
た
明
治
二
十
一
年
と
推
定
さ
れ
る
。〔

遠
藤
〕

池
田
先
生
座
下

閣
下

高
階
経
本

〔
遠
藤
〕

座
候
間
差
支
無
之
旨
返
答
可
致
と
奉
存
候
、
何
卒
速
二
御
掛
合
被
下
度

奉
願
候
、
○
就
て
奉
伺
候
、
辞
令
拝
受
致
候
迄
ニ
ハ
大
凡
今
日
よ
り
幾

（
２
）

日
位
要
候
哉
、
乍
御
手
数
三
宮
氏
迄
御
申
聞
被
成
下
度
奉
願
候
、
恐
々

謹
言

（
３
）

四
月
二
十
二
日
桂
秀
馬

池
田
先
生
閣
下
〔
田
中
〕

薄
暑
之
候
益
御
壮
栄
奉
賀
候
、
陳
は
来
ル
十
四
日
午
后
五
時
富
士
見
町

（
繰
）

富
士
見
軒
二
於
テ
晩
餐
進
呈
仕
度
何
卒
御
操
合
御
来
臨
被
成
下
度
此
殿

御
案
内
申
上
候
、
敬
具

（
１
）

六
月
十
一
日
桂
秀
馬

池
田
謙
斎
様
侍
史

（
７
】
）

追
テ
御
諾
否
相
伺
度
候
間
乍
御
手
数
来
ル
十
三
日
中
本
局
高
橋
迄

御
一
報
被
成
下
度
奉
願
候
〔
田
中
〕

２
明
治
（
二
十
二
）
年
六
月
十
一
日

一
三
五
五
桂
秀
馬
池
田
謙
斎

（
１
）
長
尾
…
…
長
尾
精
一
・
明
治
二
十
年
千
葉
県
第
一
高
等
中
学
校
医
学

部
長
。
明
治
二
十
三
年
医
学
部
主
事
。
明
治
三
十
五
年
没
。

（
２
）
三
宮
…
．
：
三
宮
義
胤
、
宮
内
省
書
記
官
。

（
３
）
桂
秀
馬
が
侍
医
に
任
命
さ
れ
る
直
前
で
明
治
二
十
二
年
と
推
定
さ
れ

ブ
（
》
０
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４
明
治
年
一
月
十
三
日

（
１
）
秀
馬
が
侍
医
に
任
官
さ
れ
た
直
後
で
明
治
二
十
二
年
と
推
定
さ
れ

－
三
五
七
桂
秀
馬
池
田
謙
斎

つ
（
》
Ｏ

（
２
）
高
橋
：
。
…
侍
医
局
属
・
高
橋
良
尚
。

御
出
局
之
有
無
当
局
迄
御
返
事
奉
願
候

拝
啓
仕
候
、
陳
ハ
昨
日
香
川
大
夫
申
聞
二
、
土
暁
ニ
ハ
池
田
氏
出
局
之

３
明
治
年
九
月
二
十
三
日

都
合
ナ
ル
ャ
ト
ノ
問
二
有
之
候
間
、
多
分
登
局
之
事
卜
奉
存
候
卜
答
置

二
一
一
五
六
桂
秀
馬
池
田
謙
斎
候
、
右
ハ
藤
袴
掌
侍
之
犬
咬
傷
之
事
二
就
テ
御
尋
相
成
候
事
卜
奉
存
候
、

何
卒
明
日
ハ
御
繰
合
御
登
局
奉
願
候
、
創
傷
部
ハ
一
昨
日
来
追
々
宜
敷

拝
啓
仕
候
、
遼
二
冷
気
相
加
候
処
益
御
清
福
奉
賀
候
、
陳
ハ
兼
て
御
申
ツ
ポ
ネ

御
座
候
、
所
要
之
繩
帯
品
器
機
等
ハ
局
二
有
之
候
間
、
別
一
一
御
持
参
一
一

附
之
建
白
害
之
儀
延
引
相
成
恐
縮
之
至
二
御
座
候
、
立
論
之
工
合
次
第

ハ
及
不
申
儀
ト
奉
存
候
、
先
御
伺
迄
如
此
御
座
候
、
敬
白

（
１
）

二
て
如
何
様
二
も
被
認
、
実
ハ
大
二
困
却
仕
候
儀
二
御
座
候
、
別
紙
ハ
ス

一
月
十
三
口
桂
秀
馬

ト
ッ
フ
ウ
エ
ク
セ
ル
之
上
よ
り
記
載
仕
候
へ
共
、
考
も
不
熟
、
文
章
も

局
長
殿
〔
田
中
〕

不
調
、
誠
二
面
白
ハ
無
之
、
乍
併
余
り
延
引
相
成
候
モ
如
何
と
存
し
一

卜
先
入
貴
覧
候
、
実
ハ
本
日
御
出
勤
と
存
し
親
し
く
仰
是
正
度
参
局
仕

５
明
治
年
二
月
十
四
日

候
処
、
昨
日
御
出
勤
之
由
こ
て
不
得
拝
鳳
残
念
二
有
之
候
、
何
卒
高
見

御
添
加
之
上
御
回
附
奉
願
候
、
尚
参
趨
仕
候
て
宜
敷
御
座
候
ハ
、
今
夕

一
三
五
八
桂
秀
馬
池
田
謙
斎

罷
出
可
申
、
尤
来
土
曜
日
御
出
勤
之
上
二
て
不
過
遅
引
候
ハ
、
私
明
番

拝
啓
仕
候
、
陳
ハ
藤
袴
掌
侍
今
一
回
御
高
診
ヲ
仰
度
、
明
日
ハ
会
議
ニ

ニ
付
得
拝
晤
可
申
候
、
右
併
て
奉
伺
候
、
敬
具

付
午
後
御
出
勤
相
成
候
二
付
、
会
議
後
願
度
候
、
御
都
合
如
何
二
御
座

九
月
廿
二
日
桂
秀
馬

候
ヤ
、
不
相
分
候
へ
共
可
相
成
ハ
御
繰
合
奉
願
候
、
唯
今
大
臣
官
房
ョ

局
長
殿
〔
田
中
〕
リ
明
日
御
出
局
之
際
、
同
官
房
へ
御
出
相
成
度
旨
申
出
二
御
座
候
、
右

願
迄
如
此
御
座
候
、
敬
具

（
１
）
ス
ト
ッ
フ
ウ
エ
ク
セ
ル
…
：
．
聾
旦
言
円
冨
堅
（
独
）
新
陳
代
謝
。

二
月
十
四
日
桂
秀
馬

局
長
殿
〔
田
中
〕
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拝
啓
、
常
宮
殿
下
御
動
静
昨
日
上
申
後
先
以
御
別
条
不
被
為
在
、
本
日

（
ワ
ー
）

ハ
ー
周
間
之
御
日
誌
取
纒
メ
進
呈
仕
候
、
籾
昨
日
ハ
桜
井
内
事
課
長
．

（
３
）

中
山
書
記
官
殿
御
機
嫌
被
伺
、
御
景
況
拝
見
致
シ
帰
ラ
レ
候
、
先
ハ
右

迄
勿
々
如
此
、
尚
御
咳
嗽
之
経
久
ナ
ル
ハ
兎
二
角
注
意
之
要
点
ト
被
存

候
二
付
、
日
々
閣
下
迄
上
申
可
仕
候

（
３
）

七
月
廿
四
日
片
山
芳
林
・
萩
原
三
圭

池
田
長
官
殿
〔
田
中
〕

２
明
治
（
二
十
二
）
年
七
月
二
十
八
日

一
三
四
四
片
山
芳
林
・
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎

拝
啓
、
宮
御
容
体
昨
日
具
申
後
先
以
御
出
入
不
被
為
在
候
、
昨
日
来
ハ

御
薬
剤
中
非
Ｘ
ヲ
除
キ
莨
宕
Ｘ
○
、
○
一
ヲ
加
へ
調
進
仕
居
候
、
御
皮

疹
御
掻
痒
ノ
為
メ
深
夜
御
攪
眠
、
珊
酸
加
古
弓
印
塗
擦
剤
ハ
ー
時
之
奏

１
明
治
（
二
十
二
）
年
七
月
二
十
四
日

一
三
四
三
片
山
芳
林
・
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎

（
１
）
常
宮
…
…
明
治
天
皇
の
第
六
皇
女
・
常
宮
昌
子
内
親
王
。
明
治
二
十

一
年
九
月
三
十
日
出
生
。

（
２
）
桜
井
内
事
課
長
：
：
：
桜
井
能
監
・
宮
内
省
内
事
課
長
。

（
３
）
中
山
言
記
官
…
…
中
山
孝
麿
・
宮
内
書
記
官
。

（
４
）
池
田
長
官
宛
と
あ
る
が
、
常
宮
の
誕
生
後
で
あ
る
の
で
、
官
制
改
革

で
長
官
が
局
長
と
変
更
に
な
っ
て
間
も
な
い
明
治
二
十
二
年
頃
と
推
定

さ
れ
る
。

（
１
）

功
著
敷
候
得
共
、
兎
角
く
○
『
弓
①
品
の
胃
且
①
雪
国
自
侭
タ
ル
ニ
過
ギ

ズ
、
陳
謝
新
代
際
限
ナ
ク
候
間
、
遂
二
内
用
亜
砒
酸
剤
二
訴
フ
ル
之
場

合
モ
可
有
之
乎
、
然
ル
ト
キ
ハ
最
初
之
亜
砒
量
極
メ
テ
微
少
且
シ
製
剤

（
り
こ

ハ
習
冒
武
○
閏
附
昌
８
房
甸
○
君
示
１
と
し
て
、
一
日
量
本
剤
半
滴
・
苦

扁
桃
水
一
滴
、
蒸
溜
水
三
茶
七
調
句
御
哺
乳
後
三
回
御
分
服
二
致
候
テ

ハ
如
何
可
有
之
哉
、
又
ハ
他
二
良
方
モ
可
有
之
乎
、
兎
二
角
御
指
揮
奉

仰
候
、

追
テ
右
御
賛
成
二
於
テ
モ
、
当
方
備
品
無
之
候
二
付
、
保
水
及
桃

水
共
送
致
候
様
御
薬
局
へ
御
下
命
奉
偉
候
也

七
月
廿
八
日
片
山
芳
林
・
萩
原
三
圭

池
田
長
官
殿
〔
田
中
〕

３
明
治
二
十
二
年
九
月
十
五
日

一
三
四
五
片
山
芳
林
・
萩
原
三
圭
池
田
謙
斎

拝
啓
、
常
宮
殿
下
御
容
体
昨
日
申
上
候
後
、
御
軟
便
一
行
御
下
痢
状
一

行
、
充
分
之
御
排
泄
二
相
成
候
ニ
モ
不
拘
、
正
午
時
ヨ
リ
復
御
熱
発

舞
蒙
被
為
在
候
二
付
謝
藷
ご
調
塗
鍵
訪
蝿
拠
安
知
必
林
○
、
三
軍
舎
五
、

○
蒸
溜
水
一
○
、
○
右
毎
三
時
間
三
回
御
分
服
進
献
仕
候
処
、
晩
二
向

（
１
）
く
Ｃ
昌
冨
侭
①
言
且
①
言
弓
百
長
…
…
（
独
）
暫
時
の
効
果
。

（
２
）
ｇ
一
員
ざ
冑
開
己
８
房
国
）
皇
目
：
．
…
フ
ォ
ー
レ
ル
水
。
匡
昌
自

帛
岱
三
シ
耐
①
三
房
．
亜
砒
酸
カ
リ
ウ
ム
液
。
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両
宮
殿
下
益
御
機
嫌
克
御
座
被
為
遊
恐
悦
至
極
二
奉
存
候

（
２
）

冨
美
宮
殿
下
二
も
其
後
弥
御
平
癒
被
為
遊
候
由
、
是
亦
恐
悦
二
奉
存
候
、

籾
当
年
ハ
萩
原
殿
病
気
之
為
メ
ー
名
二
而
供
奉
仕
候
得
共
、
両
宮
殿
下

殊
之
外
之
御
機
嫌
二
而
時
々
御
涜
腸
差
上
候
処
、
御
寸
障
不
被
為
在
候

問
、
配
意
仕
候
所
も
無
之
難
有
事
二
奉
存
候
、
園
伯
之
小
児
去
る
廿
日

病
気
二
而
当
地
へ
被
参
候
処
、
諸
症
甚
夕
悪
敷
為
メ
に
廿
二
日
帰
京
之

事
二
相
成
、
昨
今
は
痙
壁
等
も
御
座
候
趣
、
誠
に
御
気
之
毒
之
事
二
御

座
候
、
昨
日
は
先
生
御
診
察
二
相
成
候
事
と
奉
存
候
、
右
二
付
佐
々
木

奥
方
ハ
御
承
知
之
通
り
大
之
か
つ
ぎ
家
故
萬
一
死
亡
等
之
事
二
相
成
候

ハ
、
園
伯
二
は
可
成
御
障
り
相
成
御
参
日
光
無
之
様
先
生
方
同
伯
へ
夫

れ
と
な
く
御
話
被
下
度
旨
被
申
聞
候
間
、
兎
も
角
も
右
先
生
ま
て
申
上

上
漸
々
御
熱
度
御
減
少
、
昼
間
ハ
御
安
眠
難
被
為
遊
候
処
夜
二
入
軸
奉

り
御
平
常
通
御
熟
眠
減
妾
二
相
成
候
、
今
朝
ハ
御
気
前
宜
敷
御
目
覚
二

元
認

相
成
許
痢
次
テ
群
聴
御
安
眠
中
詞
屋
争
、
拝
診
仕
候
処
御
気
息
モ
御
穏
静
二

目
謂
惠
，
靱

被
為
成
余
二
御
別
条
不
被
為
在
御
脳
症
様
之
御
事
ハ
肌
不
奉
伺
候
、
先

ハ
右
迄
不
取
敢
御
報
知
申
上
候
也

明
治
二
十
二
年
九
月
十
五
日

片
山
芳
林
・
萩
原
三
圭

池
田
侍
医
局
長
殿
〔
田
中
〕

４
明
治
（
二
十
四
）
年
八
月
二
十
七
日

一
三
三
七
片
山
芳
林
池
田
謙
斎

５
明
治
二
十
五
年
九
月
九
日

一
三
三
五
片
山
芳
林
池
田
謙
斎

両
宮
殿
下
益
御
機
嫌
克
被
為
遊
御
座
恐
悦
至
極
二
奉
存
上
候
、
籾
過
日

よ
り
還
御
之
御
義
二
付
度
々
御
筆
労
被
下
奉
謝
候
、
愈
右
御
日
限
も
来

ル
十
三
日
午
前
七
時
廿
分
日
光
停
車
場
御
発
車
、
同
午
後
零
時
廿
五
分

上
野
停
車
場
へ
御
着
車
之
事
二
御
治
定
相
成
候
間
、
此
段
不
取
敢
御
報

知
申
上
候
、
草
々
敬
具

候
、
右
二
付
而
は
小
生
も
決
し
て
伝
染
等
之
事
は
無
之
旨
奥
方
へ
申
入

置
候
得
共
、
例
之
神
経
症
二
而
何
分
心
配
之
様
子
二
相
見
候
、
既
二
先

日
方
常
宮
殿
下
之
御
好
二
而
御
髪
を
お
ち
ご
に
御
結
ひ
被
遊
候
処
、
園

家
小
児
之
病
気
以
来
宮
殿
下
之
御
髪
揃
も
御
免
被
願
、
従
来
之
通
り
に

被
遊
候
様
之
次
第
二
付
、
右
等
御
含
宜
布
御
取
斗
之
程
奉
希
望
候
、
先

は
酷
暑
之
節
御
自
愛
専
一
二
奉
祈
上
候
、
早
々
謹
言

（
３
）

八
月
廿
七
日
片
山
芳
林

池
田
長
官
殿

（
１
）
両
宮
殿
下
・
・
・
…
常
宮
と
周
宮
房
子
内
親
王
。
周
宮
は
第
七
皇
女
で
明

治
二
十
三
年
一
月
二
十
八
日
出
生
。

（
２
）
富
美
宮
…
：
・
第
八
皇
女
富
美
宮
允
子
内
親
王
。
明
治
二
十
四
年
八
月

七
日
出
生
。

（
３
）
池
田
長
官
と
あ
る
が
、
富
美
宮
出
生
直
後
の
明
治
二
十
四
年
と
推
定

さ
れ
る
。
〔
遠
藤
〕
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拝
啓
、
陳
は
両
宮
殿
下
御
避
寒
地
之
義
二
付
、
至
急
御
目
に
か
シ
リ
度

旨
、
今
朝
佐
々
木
御
主
任
及
奥
方
よ
り
被
申
聞
候
間
、
乍
御
苦
労
様
可

成
御
速
く
御
参
殿
被
成
下
度
奉
願
上
候
、
右
申
上
度
、
草
々
拝
具

十
月
三
十
一
日
片
山
芳
林

池
田
局
長
殿

（
封
筒
表
）

神
田
区
駿
河
台
甲
賀
町
池
田
謙
斎

（
消
印
）

東
京
三
区
明
治
廿
五
年
十
月
三
十
一
日
ホ
便

（
封
筒
裏
）

高
輪
御
殿
片
山
芳
林
〔
遠
藤
〕

６
明
治
二
十
五
年
十
月
三
十
一
日

一
三
三
六
片
山
芳
林
池
田
謙
斎

明
治
廿
五
年
九
月
九
日
片
山
芳
林

池
田
侍
医
局
長
殿

二
白
、
右
還
御
御
日
限
御
治
定
二
付
、
御
容
体
日
誌
写
は
過
日
差

上
候
分
二
而
終
局
之
後
八
日
写
し
分
ハ
（
九
月
十
三
日
差
出
へ
き

分
）
最
早
不
差
上
候
間
、
御
含
被
成
下
度
候

萩
原
殿
御
迎
之
為
め
参
日
光
之
趣
二
候
得
共
、
最
早
時
日
も
接
迫

し
且
両
宮
殿
下
至
極
御
機
嫌
能
被
為
在
候
二
付
、
上
野
停
車
場
ま

て
御
出
迎
被
成
可
然
旨
佐
々
木
御
主
任
被
申
聞
候
間
、
右
宜
敷
奉

願
上
候
〔
遠
藤
〕


